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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）第一主要面及び第二主要面を有する基材と、（２）前記基材の前記第一主要面上
の、微細レリーフ構造を有する露出面を有する書き込み受容層と、（３）前記第二主要面
の少なくとも一部上の、少なくとも１つの再付着可能な感圧接着剤層の部分と、を含むノ
ートシートであって、
　前記基材及び書き込み受容層が、少なくとも約８０％の可視透過率と、約６０％以下の
ヘイズ値とを有し、
　前記微細レリーフ構造の算術平均表面粗さ（Ｒａ）が約０．１μｍ以上であり、隣接す
るピーク間の距離（ＮＮｐ）に対する前記算術平均表面粗さ（Ｒａ）の比率（Ｒａ／ＮＮ
ｐ）が約０．０１以上である、ノートシート。
【請求項２】
　前記微細レリーフ構造の、前記隣接するピーク間の距離（ＮＮｐ）に対する前記算術平
均表面粗さ（Ｒａ）の前記比率（Ｒａ／ＮＮｐ）が約０．０４以下である、請求項１に記
載のノートシート。
【請求項３】
　（１）第一主要面及び第二主要面を有する基材を提供する工程と、
　（２）第一主要面を有するコート層前駆体を形成するように、透明樹脂コーティング材
料を前記第一主要面に塗布する工程と、
　（３）前記コート層前駆体の表面をローラー表面に接触させて、次に、前記ローラー表
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面を前記コート層前駆体から分離する工程と、
　（４）前記コート層前駆体を硬化させて、樹脂コート層を形成する工程と、
　（５）前記基材の前記第二主要面の少なくとも一部に、少なくとも１つの再付着可能な
感圧接着剤の部分を塗布する工程と、を含み、
　それによって、透明なノートシートを得る、ノートシートの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［発明の技術分野］
　本発明は、感圧接着剤層を備える書込み可能な前面及び後面を有する透明ノートシート
及び透明ノートシートの製造方法に関する。
【０００２】
［発明の背景］
　感圧接着剤層を備える書込み可能な前面及び後面を有する透明ノートシートは、文書の
特定部分を示すためのマーキングツールとしてなど、ビジネス環境又は学習環境において
、コミュニケーションツールとして幅広く使用されている。
【０００３】
　このような製品の例としては、メモ、ノート、付箋、３Ｍ　ＣｏｍｐａｎｙなどのＰＯ
ＳＴ－ＩＴ（登録商標）ブランドで既知のものなどのシート製品が挙げられる。これらの
製品では、シートの前面に情報を書くことができ、所望の被着体に付着させることができ
る。あるいは、これらのノートシートは、書類、本のページなどの被着体の特定部分をマ
ークするために付箋として使用でき、その付着位置を変更するために、またはもはや所望
しないときには、被着体を傷つけることなく剥がすこと／取り外すことが可能である。
【０００４】
　国際公開第８８／０９９８３号（Ｍｉｌｅｓ　ｅｔ　ａｌ）パンフレットでは、基材と
して可撓性ポリマー材料を使用する実質的に透明なノートシートについて開示している。
基材の第一端部の後面は、感圧接着剤が塗布され、第二端部の前面には書き込むことがで
きる。基部（被着体）に付着させるとき、被着体に書かれた文字は、シートを介して読む
ことができる。
【０００５】
　基材として可撓性ポリマー材料（すなわち、樹脂フィルム）を使用する感圧接着剤を有
するシート製品では、シートの前面に書き込むことができる（以下、「筆記性」と称する
）ようにするために、微細レリーフ構造は、一般に、シート前面上に形成される。付箋な
ど、従来の樹脂フィルムを用いる感圧接着剤を有するシートでは、この微細レリーフ構造
を形成するために、典型的には、ビーズ又は粒子を含むコーティングをシート前面に塗布
する方法を使用する。本方法では、ビーズ又は粒子のサイズ及び形状を有する凸部及び凹
部は、シート前面に形成される。例えば、日本特許公開公報第２０１１－１３１５１３号
では、平均粒径が０．３μｍ～１０μｍである炭酸カルシウム及び平均粒径が１μｍ～１
０μｍであるシリカ粒子を包含する書き込み層を有する付着性付箋について記載している
。
【０００６】
　被着体の情報を読むことができるように、感圧接着剤層を用いて、そのシートを被着体
に付着させるときに透明となるノートシートに対するニーズが頻繁に発生する。
【０００７】
　所望の筆記性を得るために、一般に、微細レリーフ構造をシート前面に形成する。凹部
及び凸部を有するシート前面には、光散乱が容易に発生する。さらに、前述したように、
シート前面の微細レリーフ構造は、ビーズ又は粒子を包含する樹脂をシート前面にコーテ
ィングすることにより形成される。したがって、凸部及び凹部によって発生する光散乱に
加えて、コーティング層とその中に含有される粒子又はビーズの屈折率に差があるために
、その界面において光散乱が容易に発生する。その結果、こうした光散乱の要因により、
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シート前面が白色であるように見え、光沢のない外観が発現し、ヘイズ値が高く、所望の
高透明性が得られない。
【０００８】
　上記のとおり、従来のシート製品では、粒子又はビーズを包含する樹脂コーティング材
料をシート前面に塗布する方法は、樹脂シートの前面に微細レリーフ構造を形成するため
の方法として既知である。しかしながら、これらの場合において、粒子又はビーズは、樹
脂コーティング材料中で均一に分散されている必要がある。かかる均一分散体のコーティ
ングを制御することは容易ではない。
【０００９】
　付箋など、シート製品表面以外の場所において、凹部及び凸部を樹脂基材の表面に提供
する既知の方法としては、（１）エンボス仕上げ、（２）サンドブラスト仕上げ、及び（
３）ヘアライン仕上げが挙げられる。
【００１０】
　例えば、エンボス仕上げでは、レリーフ構造を備えた表面を有するローラーは、樹脂表
面上にローラー表面の形状を転写し、微細な凸部及び凹部を形成するために、熱可塑性樹
脂表面上に熱プレスを行う。しかしながら、本方法では、使用され得る樹脂シートの種類
は、熱可塑性樹脂シートに限定され、専用のパターンを備えたローラーなどのツールを準
備する必要がある。さらに、微細な凸部及び凹部を再現することは困難である。
【００１１】
　サンドブラスト仕上げは、樹脂基材表面に研磨剤及び圧縮空気を噴霧することによって
、表面を研磨するプロセスである。さらに、ヘアライン仕上げは、旋盤などを使用して、
髪の毛様の細かい傷を樹脂基材上に提供するプロセスである。しかしながら、これらの仕
上げプロセスでは、加工装置が必要であり、さらに、微細な凸部及び凹部を調節するのは
容易ではない。
【００１２】
　優れた筆記性を示し、透明度が高く、ヘイズ値の低いノートシートが必要である。
【００１３】
［発明の概要］
　本発明は、優れた筆記性を示し、透明度が高く、ヘイズ値の低いノートシートを提供す
る。本発明は、かかるシートを製造する方法もまた提供する。
【００１４】
　要約すれば、本発明のノートシートは、（１）第一主要面及び第二主要面を有する基材
と、（２）基材の第一主要面上の、微細レリーフ構造を有する露出面を有する書き込み受
容層と、（３）第二主要面の少なくとも一部上の、少なくとも１つの再付着可能な感圧接
着剤層の部分とを含み、基材及び書き込み受容層が、少なくとも約８０％の可視透過率と
、約６０％以下のヘイズ値とを有する。
【００１５】
　要約すると、本発明の方法は、
　（１）第一主要面及び第二主要面を有する基材を提供する工程と、
　（２）第一主要面を有するコート層前駆体を形成するように、透明樹脂コーティング材
料を第一主要面に塗布する工程と、
　（３）コート層前駆体の表面をローラー表面に接触させて、次に、ローラー表面をコー
ト層前駆体から分離する工程と、
　（４）コート層前駆体を硬化させて、樹脂コート層を形成する工程と、
　（５）基材の第二主要面の少なくとも一部に、少なくとも１つの再付着可能な感圧接着
剤の部分を塗布する工程と、を含み、
　それによって、透明なノートシートを得る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　本発明について、図面を参照して更に説明することにする。
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【図１】本発明のノートシートの例示的実施形態の斜視図である。
【図２】図１のノートシートの断面図である。
【図３】図１のノートシートの一部を示す拡大断面概略図である。
【図４】本発明のノートシートの別の例示的実施形態を示す断面図である。
【図５】本発明のノートシートの製造に使用される製造システムの例示的実施例の概略図
である。
【図６】本発明の書き込み面の微細レリーフ構造の形成を示す概略図である。
【図７】本発明のノートシートの別の例示的実施形態の断面図である。
【図８】本発明の別の例示的実施形態のノートシートの一部の拡大断面概略図である。
【図９】水性ジェルインキペンを用いて本発明のノートシートに書いているところを示す
概略図である。
【図９Ａ】ペン先と本発明のノートシートの書き込み受容層との間で接触している状態を
示す拡大断面図である。
【図１０】実施例のノートシートの前面のレリーフ構造における、隣接するピーク間の距
離ＮＮｐの定義を示す図面である。
【図１１】本発明のノートシートの一実施形態である前面の微細レリーフ状態を示す微細
レリーフ構造を示す電子顕微鏡写真である。
【図１２】微細レリーフ構造の、隣接するピーク間の距離ＮＮｐに対する算術表面粗さＲ

ａの比率（Ｒａ／ＮＮｐ）とヘイズ値との関係を示すグラフである。
【図１３】微細レリーフ構造の、隣接するピーク間の距離ＮＮｐに対する算術表面粗さＲ

ａの比率（Ｒａ／ＮＮｐ）と筆記性評価スコアとの関係を示すグラフである。
【００１７】
　これらの図は一定の縮尺ではなく、また、単に説明のためのものであって非限定的なも
のである。
【００１８】
［発明の実施形態の詳細な説明］
　本発明のノートシートは、（１）第一主要面及び第二主要面を有する基材と、（２）基
材の第一主要面上の、微細レリーフ構造を有する露出面を有する書き込み受容層と、（３
）第二主要面の少なくとも一部上の、少なくとも１つの再付着可能な感圧接着剤層の部分
と、を含む。本発明によれば、書き込み受容層を提供する工程に加えて、基材及び書き込
み受容層が、少なくとも約８０％の可視透過率と、約６０％以下のヘイズ値とを有する。
本発明のノートシートは、メモ、ノート、ラベル、付箋などとしての使用、特に、付着さ
せる下位被着体を読む又は見ることができることが所望される場合の使用に非常に適して
いる。
【００１９】
　ノートシートの実施形態の樹脂コート層表面に形成された微細レリーフ構造は、樹脂コ
ート層自体によって構成され、かつ、滑らかな微細レリーフ構造である。微細レリーフ構
造は、ビーズ又は粒子の混合物を含む樹脂コート層によって形成されたものではなく、従
来の技術を用いた場合と同様に、微細レリーフ構造は、ビーズ又は粒子の形状を反映する
。この微細レリーフ構造により、鉛筆などの筆記具を用いてその上に書き込むことのでき
る表面が提供されるが、レリーフ構造は、樹脂コート層のみで構成されているため、ビー
ズ又は粒子と樹脂の屈折率の差に基づく界面での光散乱は発生しない。その結果、従来の
ノートシート製品と比較して、さらに明瞭な外観を有し、ヘイズ値の低いノートシートを
提供することができる。
【００２０】
　これらのノートシートでは、鉛筆、シャープペンシル、油性マジックペン、油性ボール
ペン、マーカーなどの筆記具を使用して、ノートシート前面に所望の文字及び図形を描く
ことができる。さらに、ノートシートは、書類又は図面に再付着可能に貼り付けることが
でき、書類又は図面は、貼付前及び貼付後、ノートシートを介して更に明瞭に見ることが
できる。ノートシートを地図又は図面に貼り付け、次に、下の画像をトレースする場合の
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使用は、本発明によって可能となる例示的使用である。
【００２１】
　基材
　当業者であれば、好適な基材材料を容易に選択することができるであろう。基材１０１
は、本発明の透明なノートとして製造及び使用するために、好適な柔軟性及び引裂強度を
示すべきである。
【００２２】
　多くの既知のポリマーフィルムなどは、本発明にしたがって使用することができる。基
材は、少なくとも横断方向において透明であり、可視範囲において、少なくとも約８０％
、及び好ましくは少なくとも約９０％の透過性を有するべきである。所望により、基材は
着色されていてもよい。
【００２３】
　有用な例示的樹脂材料としては、ポリエステル、トリアセテート（ＴＡＣ）、ポリエチ
レンナフタレート、ポリカーボネート、セルロースアセテート及びポリ（メチルメタクリ
レート）フィルム、二軸延伸ポリプロピレン（ＢＯＰＰ）、同時二軸延伸ポリプロピレン
（Ｓ－ＢＯＰＰ）などのポリオレフィンフィルムなどが挙げられる。さらに、樹脂基材１
０１としては、ポリアミド、ポリイミド、フェノール樹脂、ポリスチレン、スチレン－ア
クリロニトリルコポリマー、エポキシなど、又はこれらのブレンドを挙げることもできる
。
【００２４】
　基材１０１の厚さは、特に限定されず、典型的には、約０．５ｍｍ未満であり、及びさ
らに典型的には、約０．０２～約０．２ｍｍとなりうる。
【００２５】
　基材１０１は、例えば、選択性を最適化するために、単層又は多層であってもよい。基
材シート又はフィルムは、従来のフィルム製造技術（例えば、鋳造、押出成形など）を使
用して容易に形成できる。基材シート又はフィルムは、従来のフィルム製造技術（例えば
、鋳造、押出成形など）を使用して容易に形成できる。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、樹脂コート層１０２と第一主要面との粘着状態の改善のため
に、基材１０１の第一主要面（すなわち、前面となる）を処理してもよい。この処理の例
示的実施例としては、化学処理、コロナ処理（例えば、空気又は窒素コロナ）、プラズマ
処理、フレーム処理などが挙げられる。また、図４に示されるように、プライマー層１０
４は、基材１０１の前面上に形成されてもよい。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、第二主要面（すなわち、得られたノートを使用している間、
被着体の方を向くことになる）は、その面への接着剤材料の粘着性を向上させるために、
処理されてもよい。
【００２８】
　書き込み受容層
　本発明のノートの重要な特性は、基材の第一主要面上の書き込み受容層であり、書き込
み受容層は、微細レリーフ構造を有する露出面を有する。
【００２９】
　好適な書き込み受容層は、
　（１）第一主要面を有するコート層前駆体を形成するように、透明樹脂コーティング材
料を第一主要面に塗布する工程と、
　（２）第一主要面又はコート層前駆体表面とローラー面とを接触させて、次に、コート
層前駆体からローラー面を分離させて、コート層前駆体表面に凸部及び凹部（すなわち、
微細レリーフ機構）を付与する工程と、
　（３）コート層前駆体を硬化させて、樹脂コート層を形成する工程と、によって、基材
の第一主要面に形成することができる。
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【００３０】
　本発明の書き込み受容層を製造するために使用可能な光沢のない仕上げフィルムの例示
的製造システム及び製造方法は、米国特許出願公開第２００９／００２９０５４号（Ｙａ
ｐｅｌ　ｅｔ　ａｌ）に開示され、その全体が本明細書に援用される。
【００３１】
　本プロセスにおいては、ローラー面とコート層前駆体とを接触させた後に分離すると、
ローラー面に付着したコート層前駆体の一部の粘度により、コート層前駆体の得られた面
上に微細レリーフ構造が形成される。コート層前駆体を硬化させ、次に、その中に所望の
微細レリーフ構造を「固定」する。
【００３２】
　この方法により、微細レリーフ機構を形成する利点としては、コーティング内の粒子又
はビーズを流入させて、所望の筆記性をノートに付与する所望の微細レリーフ機構を付与
する必要がない点である。従来製品では、マトリックスを取り囲むかかる粒子間の屈折率
の変動及び他の不連続部により、所望の透過性を損なう光散乱が生じる。
【００３３】
　さらに、本プロセスにおいては、ローラー面と未硬化コート層前駆体とを接触させて、
その後ローラー面と未硬化コート層前駆体とを分離させることに伴って発生するコート層
前駆体の変形形態を使用することにより、微細レリーフ構造が形成され得る。したがって
、微細レリーフ構造を有する前面を有するノートシートは、きわめて簡素な方法を用いて
作製することができる。
【００３４】
　本明細書では、以下の用語は、次のように定義される。
【００３５】
　用語「シート」は「フィルム」を包含し、その厚さは制限がなく、全体の厚さが１ｍｍ
未満である薄いシート様又はフィルム様のラミネート製品を含む。
【００３６】
　用語「微細レリーフ構造」とは、凸部及び凹部の平均ピッチが少なくとも十分に筆記具
先端部の直径未満である製品を意味し、かつ典型的には、凸部と凹部の隣接するピーク間
の平均距離ＮＮｐが約１００μｍ以下である製品を意味する。
【００３７】
　用語「透明」は、特に何の説明もない場合には、可視域において透明であることを意味
すると理解するものとする。
【００３８】
　用語「ポリマー」は、ポリマー、コポリマー（例えば、２つ以上の異なるモノマーを使
用して形成されるポリマー）、オリゴマー及びこれらの組み合わせを包含するとして理解
されるであろう。別段の指定がない限り、ブロック及びランダムコポリマーの両方が含ま
れる。
【００３９】
　用語「再付着可能な感圧接着剤層」は、接着強度を有する感圧接着剤層を意味し、これ
によって、ノートシートを所与の被着体に貼り付けた後、ユーザーが容易にノートシート
の剥離／取り外しを行うことができ、かつ、これによって、ノートシートは、所望の被着
体に再度貼り付けることができる。
【００４０】
　用語「コーティング材料」は、基材表面上に塗布することのできる流体の非固体材料（
例えば、液体又はジェル材料）を意味する。
【００４１】
　用語「コート層前駆体」は、最終硬化完了前に、基材に塗布されたコーティング材料に
よって形成された層、すなわち、非固体コーティング材料の層を意味する。
【００４２】
　用語「表面ローラー」は、コーティング材料を基材の第一主要面にコーティングするこ
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とによって得られる、コート層前駆体の第一表面に直接接触する表面を備えるローラー又
は他のツールを意味する。表面ローラーの表面は、コート層前駆体の表面の細かい加工を
行うために、コート層前駆体と接触する「ローラー表面」として使用することが可能であ
る。表面ローラーは、円筒形ローラーである必要はなく、表面ローラーと実質的に同じ１
つ以上の接触面を提供するツールを使用することができる。表面ローラーは、これらに限
定されるものではないが、任意の様々な構造の、１つ以上のドライブローラー上に取り付
けられ、駆動するベルトを具備してもよい。
【００４３】
　本発明の実施形態のノートシートについて、図面を参照して、詳細に記述する。
【００４４】
　図１は、本実施形態によるノートシートの外観を示す斜視図である。図２は、本実施形
態によるノートシートの外観を示す概略断面図である。図１及び図２に図示したように、
本実施形態によるノートシート１００は、基材１０１及び基材１０１前面（第一主要面）
上に形成された書き込み受容層１０２を含む。さらに、ノートシート１００では感圧接着
剤層１０３は、基材１０１の後面の少なくとも一部分（第二主要面）上に提供される。
【００４５】
　本実施形態のノートシート１００の平面形状は、図１に示す長方形に限定されるもので
はなく、それらの使用に応じて、円形、ベルト形状、多角形（長方形以外）、種々の不定
形状であってもよく、又は、特定のデザイン形状に成形してもよい。
【００４６】
　図３は、感圧接着剤層１０３が形成されていないノートシート１００の一部の拡大概略
断面図を示す。図３に示したように、書き込み受容層１０２は、その表面（露出面）上に
滑らかな、微細レリーフ構造１０２Ｓを有する。この微細レリーフ構造１０２Ｓにより、
鉛筆、シャープペンシル、油性ボールペン、油性マジックペンなどの筆記具を使用して、
書き込み受容層１０２の表面に書き込むことができる。感圧接着剤層１０３が存在しない
領域におけるノートシート１００の可視域での透過率は、少なくとも約８０％であり、好
ましくは少なくとも約９０％である。ヘイズ値は、約６０％以下であり、好ましくは約５
０％以下であり、更により好ましくは約４０％以下である。
【００４７】
　微細レリーフ構造１０２Ｓの表面形状は、当業者に既知の種々のパラメーター（Ｒａ、
Ｒｚ、ＮＮｐ、ＮＮｖ又はＳｍなど）によって表すことが可能である。これらのパラメー
ターは、表面粗さ又は谷のピーク高さ又は深さなどを示す。これらのパラメーターは、市
販の特性計測装置を使用して、計測が可能である。例えば、微細レリーフ構造１０２Ｓの
表面形状は、隣接する凹部間の平均距離（すなわち、隣接するピーク間の距離（ＮＮｐ）
）及び算術平均表面粗さ（Ｒａ）によって画定することができる。
【００４８】
　隣接するピーク間の距離（ＮＮｐ）は、約１００μｍ以下である。より好ましくは、隣
接するピーク間の距離（ＮＮｐ）は、一般的に用いられる筆記具のペン先の直径よりも十
分小さくなるように、すなわち、約８０μｍ以下又は約５０μｍ以下となるように構成す
ることができる。
【００４９】
　書き込み受容層１０２の面の筆記性は、使用する筆記具の種類によって変化し得る。し
かしながら、算術平均表面粗さ（Ｒａ）が約０．１μｍ未満又は約０．２μｍ未満であり
、隣接するピーク間の距離（ＮＮｐ）に対する算術平均表面粗さ（Ｒａ）の比率（Ｒａ／
ＮＮｐ）が約０．０１未満であり、好ましくは約０．０１５未満であるときに、代表的筆
記具（ＨＢ鉛筆）を使用すると、普通紙に書いた場合とほぼ同じ優れた筆記性を得ること
ができる。
【００５０】
　このノートシートの光学特性は、ノートシート１００を構成する基材１０１及び書き込
み受容層１０２のそれぞれの光学特性に依存する。書き込み受容層１０２の光学特性は、
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主に書き込み受容層１０２の微細レリーフ構造に依存する。隣接するピーク間の距離（Ｎ
Ｎｐ）に対する算術平均表面粗さ（Ｒａ）の比率（Ｒａ／ＮＮｐ）が約０．０４以下、好
ましくは約０．０３５以下であるとき、ヘイズ値が約６０％以下、好ましくは約５０％以
下、又は更に好ましくは約４０％以下であり、少なくとも約８０％、又は好ましくは約９
０％の透過率を維持する、優れた透明性を得ることができる。
【００５１】
　すなわち、樹脂コート層１０２の微細レリーフ構造の隣接するピーク間の距離（ＮＮｐ
）に対する算術平均表面粗さ（Ｒａ）の比率（Ｒａ／ＮＮｐ）が約０．０１以上及び約０
．０４以下である場合、優れた筆記性及び透過率の両方を有するノートシートを提供する
ことができる。この比率（Ｒａ／ＮＮｐ）は、更に優れた筆記性及び透明性を得るために
、０．０１５以上約０．０３以下となるように、又は約０．０２以上約０．０２５以下と
なるように構成され得る。
【００５２】
　上記実施形態では、微細レリーフ構造１０２Ｓは、２つのパラメーター（ＮＮｐ及びＲ

ａ）で表されるが、他のパラメーターの表示は除去されていない。例えば、算術平均表面
粗さ（Ｒａ）の代わりに、最大輪郭高さＲｚ（ＪＩＳ規格Ｂ０６０１－２００１）を使用
し、最大輪郭高さＲｚは１μｍ又は２μｍ以上であり、樹脂コート層１０２の微細レリー
フ構造の最大輪郭高さ（Ｒｚ）対隣接するピーク間の距離（ＮＮｐ）の比率（Ｒｚ／ＮＮ
ｐ）が約０．１以上、及び好ましくは約０．１５以上であってよい場合、優れた筆記性を
有するノートシートを提供することができる。比率（Ｒｚ／ＮＮｐ）が約０．４以下、好
ましくは約０．３５以下となるように構成することができる場合、優れた透明性を有する
ノートシートを提供することができる。隣接するピーク間の距離（ＮＮｐ）は、粗さ輪郭
要素Ｒｓｍの平均幅（ＪＩＳ規格Ｂ０６０１－２００１）とほぼ似ている値となり得る。
【００５３】
　書き込み受容層１０２に使用される材料は限定されていないが、好ましくは、微細加工
プロセス（以下に詳述）を施すことのできる透明な樹脂材料である。この点から、特定の
条件下で流動性を有し、基材の前面にコーティングすることができ、かつ、表面上の微細
レリーフ構造が実質的に維持されている状態において、微細加工後、硬化させることがで
きる、透明な樹脂材料を使用することが好ましい。
【００５４】
　さらに、様々な筆記具を使用して、樹脂コート層の表面上に書き込むため、樹脂コート
層の表面は、鉛筆などの筆記具が表面をこすることのないような（例えば、鉛筆硬度Ｈ以
上となるように）硬度を有し得る。
【００５５】
　例えば、電離放射線（紫外線又は電子ビーム）硬化性樹脂、水溶性樹脂水溶液、樹脂が
任意の種類の溶剤中に溶解している溶液などの液体樹脂、熱可塑性樹脂及び熱硬化性樹脂
は、樹脂コート層材料として使用することができる。
【００５６】
　電離放射線硬化性樹脂の例としては、紫外線、電子ビームなどを放射したときに、架橋
／硬化する光重合性モノマー、オリゴマー、プレポリマーなどが挙げられる。単一の光重
合成プレポリマーを使用してもよい。又は２つ又はそれ以上の光重合成プレポリマーの組
み合わせを使用してもよい。カチオン重合型及びラジカル重合型光重合性プレポリマーが
ある。カチオン重合型光重合性プレポリマーの例としては、エポキシ系樹脂、ビニルエー
テル系樹脂などが挙げられる。エポキシ系樹脂の例としては、ビスフェノール系エポキシ
樹脂、ノボラック型エポキシ樹脂、脂環式エポキシ樹脂、脂肪族エポキシ樹脂などが挙げ
られる。ラジカル重合型光重合プレポリマーとしては、ハードコート層材料として使用で
きるため、分子内に２つ以上のアクリロイル基を有し、架橋時／硬化時に三次元網目構造
を形成するアクリル系プリポリマー（硬質プレポリマー）が特に好ましい。
【００５７】
　アクリルプレポリマーの例としては、ウレタンアクリレート、ポリエステルアクリレー
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ト、エポキシアクリレート、メラミンアクリレート、ポリフルオロアルキルアクリレート
、シリコーンアクリレートなどが挙げられる。ウレタンアクリレート系プレポリマーは、
例えば、ポリエーテルポリオール又はポリエステルポリオールをポリイソシアネートと反
応させて、ポリウレタンオリゴマーを得ること、及び（メタ）アクリル酸との反応におい
て、ポリウレタンオリゴマーをエステル化することによって得ることができる。ポリエス
テルアクリレート系プレポリマーは、例えば、（メタ）アクリル酸と多価カルボン酸と多
価アルコールの縮合によって得られた両分子端にヒドロキシ基を有するポリエステルオリ
ゴマーのヒドロキシ基とのエステル化、又は（メタ）アクリル酸とアルキレンオキシドを
多価カルボン酸に添加することによって得られるオリゴマー遠位端ヒドロキシ基とのエス
テル化によって得ることができる。エポキシアクリレート系プレポリマーは、例えば、比
較的低モル重量のビスフェノール型エポキシ樹脂又はノボラックエポキシ樹脂のオキシラ
ン環を（メタ）アクリル酸と反応させることによるエステル化によって得ることができる
。
【００５８】
　必要に応じて、ポリマーとしては、例えば、酸化防止剤、安定剤、オゾン劣化防止剤、
可塑剤、染料、紫外線吸収剤、ヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）、顔料など、その
他の有機又は無機添加剤を挙げることもできる。
【００５９】
　希釈剤は、任意により、上記のこれらのポリマー材料に添加してもよい。希釈剤の例と
しては、プロポキシル化（２）ネオペンチルグリコールジアクリレート（ＳＲ９００３、
Ｓａｒｔｏｍｅｒ，ＬＬＣ製）などが挙げられる。
【００６０】
　接着剤
　図１及び図２では、感圧接着剤層１０３は、基材１０１の後面（第二主要面）の１つの
縁部にのみ形成されているが、感圧接着剤層１０３の形成領域は、特に限定されていない
。ノートシートの使用に応じて、感圧接着剤層１０３は、全領域、基材１０１の後面全領
域の５０％以下、３０％以下、又は２０％以下に形成されてもよい。感圧接着剤層１０３
は、単一の領域のみでなく、複数の領域上に形成してもよい。さらに、感圧接着剤層１０
３は、全領域又は領域の一部において、ランダムに又は規則的に配置されたドットとして
、形成されてもよい。
【００６１】
　感圧接着剤層１０３は、再付着可能な接着層であり、すなわち、感圧接着剤層１０３に
より、ノートシート１００は、最初に所望の被着体に固定させた後、再度貼り付けること
ができる。上記感圧接着剤層１０３の例としては、４～１４個の炭素を有するアルキル基
及び少なくとも１種の極性コモノマーを有する少なくとも１種のアルキル（メタ）アクリ
レートモノマーのポリマーから形成された微小球状接着剤層が挙げられる。
【００６２】
　４個～１４個の炭素を有するアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレートモノマ
ーの例としては、イソオクチルアクリレート、２－オクチルアクリレート、４－メチル－
２－ペンチルアクリレート、２－メチルブチルアクリレート、イソアミルアクリレート、
ｓｅｃ－ブチルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレー
ト、イソデシルメタクリレート、イソノニルアクリレート及びイソデシルアクリレートが
挙げられる。
【００６３】
　極性コモノマーの例としては、アクリル酸、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロ
ラクタム、ビニルピリジン、メタクリル酸、アクリルアミド、フマル酸、イタコン酸、ク
ロトン酸、アクリロニトリル、メタクリルニトリル、イソボルニルアクリレート、ヒドロ
キシエチルアクリレート及びヒドロキシエチルメタクリレートが挙げられる。上記のモノ
マーに加えて、多官能性モノマーを組み合わせて使用してもよく、一部架橋された構造を
形成してもよい点に留意する。
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【００６４】
　微小球状接着剤の平均粒径は、例えば、約１μｍ～約２００μｍであってもよい。いく
つかの実施形態では、平均粒径は、例えば、約６０μｍ～約１２０μｍ、又は、約３０μ
ｍ～約６０μｍである。微小球状接着剤を用いて感圧接着剤層１０３を形成することによ
って、接着剤は、複数のポイント又は非常に小さい領域で被着体に接触させることができ
るようになる。その結果、再付着可能な特性が向上される。米国特許第３，６９１，１４
０号（Ｓｉｌｖｅｒ）、同第４，１６６，１５２号（Ｂａｋｅｒ　ｅｔ　ａｌ．）、及び
同第５，５７１，６１７号（Ｃｏｏｐｒｉｄｅｒ　ｅｔ　ａｌ．）は、接着剤の組成物と
して参照することができる。
【００６５】
　本発明のノートシートの例示的製造方法は、図５及び図６を参照して説明する。本実施
形態による製造方法には、コーティング材料を基材へコーティングすることによってコー
ト層前駆体を形成する工程と、その後、ローラー表面を未硬化のコート層前駆体に接触さ
せる工程とを含む。
【００６６】
　図５は、本実施形態のノートシートを連続的にするために使用する製造装置システムの
一例を示す。本製造装置システムは、４つの主要ステーション（第一～第四ステーション
）を含む。本システムの構成及び本システムを使用した製造方法については、国際公開第
２００９／０２９０５４号パンフレットを参照することができる。
【００６７】
　第一に、第一ステーション１０で基材１０１を本システムに投入して、コーティング材
料を第一主要面に塗布し、コート層前駆体を形成させる。次に、第二ステーション２０で
は、必要に応じて、コート層前駆体の粘度を調整するために、加熱、乾燥などの処理を実
施する。次に、第三ステーション３０では、ローラー面をコート層前駆体と接触させるこ
とによって、微細な凸部及び凹部がコート層前駆体表面に形成される。その後、第四ステ
ーション４０では、その表面上に形成された微細レリーフ構造を有するコート層前駆体を
硬化して、書き込み受容層を得る。基材１０１は、ローラー５１～５４などを回転させる
ことによって、各ステーション間を連続的に搬送される。説明の便宜上、コーティング材
料でコーティングした樹脂基材１０１は、単に「シート材料」と称され、各プロセスを介
する進行の結果として、コート層前駆体の状態変化に基づいて、「シート材料１００Ａ～
１００Ｄ」と称する。
【００６８】
　各ステーションの発明を実施するための形態については以下に示す。
【００６９】
　第一ステーション１０では、コーティング材料は、例えば、ダイコーティングデバイス
１２を用いて基材１０１に塗布し、コート層前駆体を形成する。コーティング方法は、ダ
イコーティングに限定するものではなく、他の例としては、スライドコーティング、カー
テンコーティング、浸漬コーティング、ロールコーティング、グラビアコーティング、ナ
イフコーティング、流体ベアリングコーティング、スプレーコーティングなどが挙げられ
る。コーティング材料の粘度（第一の粘度）は、好ましくは、コーティング方法に一致す
るように調整して、コーティング材料を実質的に基材１０１上に均一に塗布することがで
きるようにし、好ましくは、液体又はジェルなど、流動性を有する材料である。コーティ
ング材料の粘度は、溶剤添加、加熱などによって調整することができる。コート層前駆体
のフィルム厚は、コーティング材料の粘度、コーティング材料の供給量、コーティング材
料の固体含有率、基材の搬送速度などを調整することによって、調整することができる。
例えば、第二ステーション２０を通過後、コート層前駆体の厚さは、約０．５μｍ～約１
０μｍ、好ましくは、約０．５μｍ～約５μｍになるように調整する。
【００７０】
　第二ステーション２０では、基材１０１に塗布するコート層前駆体の粘度を調整する。
すなわち、粘度（第二の粘度）は、コート層前駆体が第三ステーション３０で表面ローラ
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ー３１に接触するときに好適となるように調整する。第二の粘度は、第一の粘度よりも高
い。粘度は、コート層前駆体中の溶剤を蒸発させるためにコート層前駆体を加熱又は、あ
るいは、乾燥させることによって上昇させることができる。あるいは、硬化剤などのコー
ティング材料を使用すると、加熱若しくは紫外線又は電子線などによって、コート層前駆
体を一部硬化させることによって、（硬化剤の効果により）粘度を上昇させることができ
る。ヒーター又は温度制御ローラーなどを含む温度制御チャンバは、第二ステーション２
０で使用される。粘度を調節する必要がない場合、第二ステーション２０は省略すること
ができる点に留意する。
【００７１】
　第三ステーション３０では、表面ローラー３１の表面は、コート層前駆体と接触させる
。図５に示すように、第三ステーション３０には、バックアップローラー３１Ｂを具備し
てもよく、第二ステーション２０から搬送されるコート層前駆体と共に提供される基材１
００Ｂは、表面ローラー３１とバックアップローラー３１Ｂとの間に挟まれていてもよい
。図５は、１つの表面ローラー３１が第三ステーション３０で使用されている場合を示す
が、表面ローラーの数は１つに限定されておらず、２つ又はそれ以上若しくは３つ又はそ
れ以上の表面ローラーを使用してもよい点に留意する。
【００７２】
　鋼鉄、アルミニウム、クロムメッキスチール、エラストマー、木製材料、樹脂又はセラ
ミックスから形成された円筒形ロール又はエラストマー剤が被覆されたロールは、表面ロ
ーラー３１として使用することができる。
【００７３】
　表面ローラー３１自体を加熱又は冷却してもよい点に留意する。この場合、表面ローラ
ー３１と接触させるとき、コート層前駆体も、加熱又は冷却させる。
【００７４】
　第三ステーション３０を通過後、微細レリーフ構造がコート層前駆体の表面上に形成さ
れるノートシート１００Ｃは、第四ステーション４０に搬送される。ノートシート１００
Ｃは、コーティング材料を固化又は硬化させるために、第四ステーション４０のチャンバ
内において条件にさらす。この固化又は硬化工程は、典型的に、好ましくは、窒素ガスな
どの不活性気体によってパージしたチャンバ内で行われる。第四ステーション４０は、熱
源又は紫外線（ＵＶ）又は赤外線（ＩＲ）照射、可視光線、Ｘ線、ガンマ線、電子ビーム
などの電磁波源である供給源４２を備える。第四ステーション４０は、複数の各ステーシ
ョン又は供給源４２にほぼ同じ又は類似している複数の供給源を備えてもよい。第四ステ
ーション４０は、第二ステーション２０によって適用される同一タイプの処理（例えば、
加熱又は冷却）を用いるように構成されてもよい。任意のディフレクター又はシールド４
１は、供給源４２から発生する熱又は放射線を偏向させ、コート層前駆体に向かって配向
させることができる。第四ステーション４０を通過後、その形態を実質的に維持しながら
微細レリーフ構造を硬化させると、ノートシート１００Ｄになる。
【００７５】
　微細レリーフ構造を形成するとき、コート層前駆体の第二の粘度は、第二ステーション
２０で調整される点に留意する。流動性は、第一の粘度ほど高くはないが、コーティング
材料をコーティングする場合、第二の粘度を有するコート層前駆体が表面ローラー３１と
接触するとき、過度の固化が発生することはない。したがって、第三ステーション３０に
て形成されたコート層前駆体の露出面のレリーフ構造は、その形態を実質的に維持しなが
ら、第四ステーション４０で硬化することができる。
【００７６】
　本発明の実施形態では、表面ローラー３１は比較的滑らかであり、顕著な特徴のない微
細構成を有する表面を有することができる。しかしながら、いくつかの実施形態では、表
面ローラー３１は、非ランダムパターン及び微細構成をコート層前駆体表面上に付与する
ために、設計パターン又は他の特定可能な表面特徴を備えることができる。
【００７７】
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　コート層前駆体の表面上に形成された微細レリーフ構造は、最適のレリーフ形態を有す
るように、コート層前駆体の粘度、コート層前駆体の厚さ、表面ローラー３１の回転速度
、表面ローラー３１と樹脂コート層表面との間の接触角度、硬化するまでの時間などのパ
ラメーターを調節することによって調整することができる点に留意する。
【００７８】
　図６は、微細レリーフ構造は、表面ローラー３１を用いて、コート層前駆体の露出面に
おいて形成される第三ステーション３０でのプロセスを概略的に示す図面である。図６に
示されるように、コート層前駆体１０２Ａは、基材１０１の動きに対応して、回転してい
る表面ローラー３１の表面に接触する。その後、基材１０１の動き及び表面ローラー３１
の回転と一致して、表面ローラー３１の表面は、コート層前駆体１０２Ａから分離される
が、この時点で、コート層前駆体と表面ローラー３１の表面との間の凝集力により、コー
ト層前駆体が引き上げられ、コート層前駆体の表面上に凸部及び凹部が生じる。
【００７９】
　特定の理論に束縛されるものではないが、コート層前駆体１０２Ａと優れた特徴を有さ
ない表面ローラー３１の平滑面との間の相互作用により、コート層前駆体１０２Ａの表面
上に微細レリーフ形態が発生すると考えられている。この場合、コート層前駆体１０２Ａ
の一部は、表面ローラー３１の表面に付着させるために十分な粘着性を有する。さらに、
この時点で、コート層前駆体１０２Ａは、第二ステーション２０で実施された粘度調整の
結果として粘着性を有し、容易に流動することはない。したがって、コート層前駆体１０
２Ａが表面ローラー３１に接触するとき、過度の量のコート層前駆体１０２Ａが表面ロー
ラー３１の表面に移動することはなく、コート層前駆体１０２Ａが、過度に変形すること
はない。しかしながら、表面ローラー３１に付着し、その後、それから分離することによ
って、コート層前駆体１０２Ａ表面の最外層によって、微細な凸部及び凹部を付与するた
めに十分な表面微細構成が形成されると考えられている。
【００８０】
　いくつかの実施形態では、初期プロセスにおいて、少量のコート層前駆体１０２Ａが表
面ローラー３１に付着する可能性がある点に留意する。しかしながら、その後のプロセス
において、コーティング材料の一定の状態が得られ、コート層前駆体１０２Ａは、表面ロ
ーラー３１によって引き上げられる実質的に同一速度で連続的に表面ローラー３１から分
離する。
【００８１】
　本実施形態のプロセスよれば、微細レリーフ形態は、表面ローラー３１自体の表面特性
を再度作り出すことなく、樹脂コート層の表面上に提供され得る。本プロセスは、表面ロ
ーラー３１の表面特性は、コーティング層に転写されないという点で従来のエンボス仕上
げとは異なる。
【００８２】
　さらに、別のステーション（図示せず）では、プライマーは、第四ステーション４０か
ら産出され、微細レリーフ構造を有する樹脂コート層を有するノートシート１００Ｄの樹
脂シート基材の第二主要面の少なくとも一部に、コーティング装置を用いて塗布される。
その後、プライマーを乾燥させる。さらに、剥離剤を第一主要面の一部に塗布後、感圧接
着剤をコートして、次に乾燥させる。例えば、最終製品のサイズを考慮に入れて、感圧接
着剤を最終製品のノートシートの後面の縁部に沿って、約１５ｍｍ～５０ｍｍの幅を有す
る部分に塗布する。その後、感圧接着剤を乾燥させる。感圧接着剤は、その用途に応じて
、ノートシートの後面全体に塗布してもよい点に留意する。塗布した感圧接着剤は、例え
ば、図５に示す第四ステーション４０において、熱源又は紫外線（ＵＶ）又は赤外線（Ｉ
Ｒ）照射、可視光線、Ｘ線、ガンマ線、電子ビームなどの電磁波源である供給源を備える
硬化装置によって、硬化させることができる。
【００８３】
　さらに、樹脂コート層及び感圧接着剤層が形成されている連続ノートシートは、切断ス
テーションに搬送される。あるいは、コーティング基材は、例えば、連続ノートシートが
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巻取りロール上で巻取られる巻取りステーションに向けてもよい。最終製品の用途に応じ
て、その他の加工ステーション（例えば、包装ステーション）を備えてもよい。
【００８４】
　本発明の実施形態は、上記に記述したが、最終製品として得られるノートシートの形態
はこれらに限定されるものではない。文字、色、境界線及び様々なパターンなどの装飾を
、上記加工後、又は加工中、ノートシートの一部に加えることができる。さらに、平面形
状のノートシートは、長方形、円形、多角形、その他の不定又は様々な形状であってもよ
い。
【００８５】
　本実施形態によれば、ロールとの接触プロセスを含む独特の方法を用いて、樹脂コート
層に微細レリーフ構造を形成することによって、筆記性及び透過性の両方を有するノート
シートを提供することができる。しかしながら、必ずしも透過性を必要としないノートシ
ートを形成する場合においても、前面に微細レリーフ構造を形成し、筆記性を有するノー
トシートを作製するために同一のプロセスを使用することができる。樹脂コーティング材
料に、顔料、金属粉末、金属酸化物などの添加剤を添加することによって、所望の色を有
するノートシートを形成することも可能であり、また、樹脂基材として、非透明材料を使
用することも可能である。
【００８６】
　次に、筆記性を更に改善することができるノートシートについては、特に、水性インキ
又は水性ジェルタイプインキを使用する筆記具を使用するとき、別の実施形態のノートシ
ートとして記述するものとする。
【００８７】
　前述の実施形態のノートシートでは、ボールペン、鉛筆などの筆記具を使用する場合、
樹脂コート層に形成された微細レリーフ構造によって、高い透過性及び優れた筆記性を確
保し得る。しかしながら、樹脂コート層の表面がアクリル樹脂などのハードコート材料か
ら形成される場合には、その他の筆記具を用いて優れた筆記性を得ることのできない場合
がある。これは、水性インキ吸収層材料ではない表面により、及び水性インキに対して表
面張力濡れ性効果が低いことにより、水性インキ及び水性ジェルタイプインキがはじかれ
るためである。
【００８８】
　図７及び図８は、その他の実施形態のノートシートの断面図を示す。図７に示すように
、本ノートシートでは、無機ナノ粒子が上記実施形態であるノートシート樹脂コート層１
０２の微細レリーフ構造１０２Ｓ上に分散／配置されている。本明細書では、無機ナノ粒
子が配置されている層は、無機ナノ粒子層２１０と称する。図８に示されるように、算術
表面粗さ（Ｒａ）又は表面ローラーを使用して形成される微細レリーフ構造の隣接するピ
ーク間の距離（ＮＮｐ）と比較して、無機ナノ粒子径は十分に小さいため、さらに、無機
ナノ粒子径は、可視域の波長より十分に小さいため、ノートシートの透過性への影響はほ
とんどない点に留意する。さらに、樹脂コート層１０２のレリーフ構造への影響がないよ
うに、無機ナノ粒子層２１０は十分に薄い。したがって、水性インキ又は水性ジェルタイ
プインキを用いた筆記具に関する筆記性は、透過性を維持しつつ、改良され得る。
【００８９】
　具体的には、可視域内の波長よりも小さい平均粒径を有する、例えば、平均粒径が１ｎ
ｍ以上１００ｎｍ以下、５０ｎｍ以下、更に好ましくは１０ｎｍ以下である無機ナノ粒子
は、無機ナノ粒子層２１０として使用可能である。粒径は、透過電子顕微鏡（ＴＥＭ）、
静的光散乱法又はレーザー回析散乱法など既知の方法で測定することができる。さらに、
無機ナノ粒子としては、シリカ、アルミナ、スズオキサイド、アンチモンオキサイド、ジ
ルコニア、チタニア、若しくは２つ、３つ又はそれ以上のこれらの種類の組み合わせから
選択される金属酸化物を挙げることができる。典型的には、シリカ粒子を使用することが
できる。
【００９０】
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　樹脂コート層１０２の微細レリーフ構造１０２Ｓ上に無機ナノ粒子層２１０を形成する
ためには、コート層１０２を形成後、無機ナノ粒子含有溶液を樹脂コート層に塗布し、そ
の後、乾燥させる。例えば、シリカ粒子を使用する場合、媒体として水を使用し、シリカ
ナノ粒子が水中に分散されているコロイド溶液（Ｎｉｓｓａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎ
ｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｌｔｄ．により製造され、同社より入手可能なＳＮＯＷＴＥＸ（登録
商標））を塗布する。
【００９１】
　無機ナノ粒子によって樹脂コート層２０１の表面改質効果を十分に得るために、無機ナ
ノ粒子を含有するコーティング溶液は、含有されるナノ粒子の固形物含有率が少なくとも
約１％以上、好ましくは約５％以上又は約１０％以上である、コロイド溶液である。
【００９２】
　さらに、無機ナノ粒子の平均粒径は約１ｎｍ以上、好ましくは約３ｎｍ以上、より好ま
しくは約１０ｎｍ以上であれば十分である。しかしながら、無機ナノ粒子径が約１００ｎ
ｍを超えると、水性ジェルインキペンの効果が向上する筆記性が低下する傾向がある。こ
のような点から、粒径は、約６０ｎｍ以下、好ましくは約３０ｎｍ以下である。上記平均
粒径は、可視光線波長と比較して、十分に小さい。したがって、樹脂コート層１０２のヘ
イズ値への影響はほとんどない。
【００９３】
　無機ナノ粒子を含有する溶液中に結合剤を更に含むことによって、樹脂コート層１０２
の表面に無機ナノ粒子を確実に結合させることができる。水性インキ吸収層として機能す
る材料をコロイド溶液に添加してよい点に留意する。例えば、ポリビニルアルコール（Ｐ
ＶＡ）などの結合剤を添加すると、書面のインキの乾燥時間を短縮することができ、かつ
、水性インキ吸収性を無機ナノ粒子層２１０に加えることができる。
【００９４】
　図９は、水性ジェルタイプインキを使用する筆記具５０を用いてノートシート２００の
前面に書き込む場合の、筆記具５０のペン先５１とノートシート２００の前面との接触状
態を示す概略的部分断面図である。図９Ａは、ペン先５１とノートシート２００の表面と
の間の接触状態を示す拡大断面図である。図９Ａに示すように、ノートシートの前面に水
性ボールペン又は水性ジェルタイプインキを用いたペンを使用して書き込む場合、微細レ
リーフ構造１０２Ｓにおける無機ナノ粒子層２１０によって提供される、前面のナノレベ
ルの微粒子の存在により、水性インキ又は水性ジェルタイプインキの反発性が低減し、ノ
ートシート２００の前面上でのインクの固定が改善される。その結果、これらの筆記具を
使用する場合、筆記性を向上させることができる。
【００９５】
［実施例］
　本発明では、更に、以下の本発明の例示的実施例及び比較実施例に関して説明するもの
とする。
【００９６】
　（実施例１～２４）
　実施例１～２４では、本発明のノートは、幅約９インチ（２２．８６ｃｍ）及び厚さ約
０．００５インチ（０．１２７ｍｍ）のプライマー処理したポリエチレンテレフタレート
（ＰＥＴ）フィルム（ＤｕＰｏｎｔ　Ｔｅｉｊｉｎ　Ｆｉｌｍｓ（Ｕ．Ｓ）から市販され
ているＭＥＬＩＮＥＸ（商標）６１８）を樹脂基材として用いて作製した。
【００９７】
　コート層前駆体は、表１にて示したように、市販の紫外線硬化型アクリル樹脂ハードコ
ート材料（３Ｍ製９０６ハードコート）を、単独で又はプロポキシル化（２）ネオペンチ
ルグリコールジアクリレート（ＳＲ９００３、Ｓａｒｔｏｍｅｒ，ＬＬＣ製）とのブレン
ド中で混合して使用して、作製した。
【００９８】
　図５に示す製造システムと同じ構成を有する連続製造システムを用いて、樹脂コーティ
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ング材料をＰＥＴフィルムに塗布し、その後、表面ローラーを使用して、樹脂コート層の
表面上に微細レリーフ構造を形成した。次に、別のシステムのコーティング装置及び加熱
装置を使用し、プライマーは、微細レリーフ構造を有するＰＥＴ基材の後面側に塗布し、
剥離剤は、前面側に塗布し、かつ接着剤は、ＰＥＴ基材の後面の一部に塗布した。それぞ
れのコーティング剤を塗布後、引き続いてＰＥＴ基材をオーブン内で乾燥させた。このよ
うにして、感圧接着剤を有する巻上げノートシート積層体を得た。次に、この積層体を所
望の寸法に切断することによって、実施例のノートシートを得た。
【００９９】
　具体的には、第一ステーション１０では、ダイコーティングデバイス（Ｈｉｒａｎｏ　
Ｔｅｃｓｅｅｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｌｔｄ（Ｎａｒａ　Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒｅ，Ｊａｐａ
ｎ）から市販されているＨＩＲＡＮＯ（登録商標）マルチコーターモデルＭＯＤＥＬ　Ｍ
－２００コーター）をコーティング材料のコーティングデバイスとして使用した。コータ
ーのスロットダイとシート基材との間の間隙は、約７ｍｍに設定し、シート基材は、約５
０フィート／分（約１５．３メートル／分）の速度で搬送させた。次に、加熱炉では、第
二ステーション２０において、シート基材に塗布されたコート層前駆体中の溶媒を乾燥さ
せた。各実施例において第二ステーション２０を通過後のコート層前駆体の厚さを、表１
に示す。
【０１００】
　第三ステーション３０では、幅約９インチ（２２８．６ｍｍ）の単一ローラー面の表面
が、ゲージ圧約３０ｐｓｉｇ（２０７ｋＰａ）でコート層前駆体にプレスさせるように、
コート層前駆体と接触させた。使用した表面ローラーの表面は、実質的に平坦であり、ま
た、約３２の算術平均表面粗さ（Ｒａ）及び、約６０のショアＡ硬度を有するエチレンプ
ロピレンジエンモノマー（ＥＰＤＭ）ゴムをこれらの材料として使用した。
【０１０１】
　比較例１～３
　比較例１～３は、市販の樹脂フィルム基材を用いる付箋である。各比較例の付箋の製品
名及び製造会社は、以下に示す。
　比較例１：市販の付箋（製品名：「透明見出し（Ｔｏｍｅｉｍｉｄａｓｈｉ）」（Ｓｕ
ｍｉｔｏｍｏ　３Ｍ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．から入手可能）
　比較例２：市販の付箋（製品名：「貼ったまま読める（Ｈａｔｔａｍａｍａｙｏｍｅｒ
ｕ）」（Ｒｙｏｈｉｎ　Ｋｅｉｋａｋｕ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．から入手可能）
　比較例３：市販の付箋（製品名：「メモパッドノード（付箋）」（Ｓｅｋｉｓｕｉ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．から入手可能）
【０１０２】
　性質評価
　透過率及びヘイズ値：透過率及びヘイズ値は、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３にしたがってヘイ
ズメーター（ＢＹＫ－Ｇａｒｄｎｅｒ（Ｃｏｌｕｍｂｉａ，Ｍａｒｙｌａｎｄ）から入手
可能なＨａｚｅ－Ｇａｒｄ　Ｐｌｕｓ（商標）ＨＢ４７２５）を用いて計測した。ヘイズ
値は、各実施例のノートシートに対して、下式を使用して三つの異なる位置で測定し、こ
れらの値の平均値を出した。
　ヘイズ値＝（散乱光線透過光量／全光線透過光量）×１００％
【０１０３】
　レリーフ構造：樹脂ノートシートのレリーフ形態（算術表面粗さＲａ及び隣接するピー
ク間の距離ＮＮｐの測定）
【０１０４】
　算術表面粗さＲａ及び隣接するピーク間の距離ＮＮｐは、レーザー顕微鏡ＶＫ－９７１
０（Ｋｅｙｅｎｃｅ（Ｊａｐａｎ）製）を用いて測定した。各実施例のノートシートの実
質的に中央において、実質的に１平方センチメートル未満の領域を測定対象として選択し
た。図１０に示すとおり、隣接するピーク間の距離ＮＮｐは、２つの凸部間の距離であり
、測定対象領域全体の平均値として計算した。隣接するピーク間の距離ＮＮｐは、下式に
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【０１０５】
【数１】

【０１０６】
　筆記性：２種類のボールペン／筆記具（油性ボールペンＳＧ－１００－０７：ペン先サ
イズ＝０．７ｍｍ、インキ＝ＳＡ－７Ｎ、Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ　Ｐｅｎｃｉｌ　Ｃｏ．
，Ｌｔｄ．製、及び三菱鉛筆９８００、硬度＝ＨＢ）を使用して、ノートシートの前面上
に直径約２インチ（５センチメートル）の５つの円を連続して描いた。以下の点を考慮に
入れて、三段階スケールを用いて、筆記性を評価した。１）描いた線の退色の有無、２）
描いたマークの暗さ、３）書き込みの容易さ及び４）描いたマークの固着性（描いたマー
クをこすったときのにじみの有無）など。筆記性は、以下のスケールで評価した。３＝非
常に良好、２＝良好、１＝許容できる。筆記性が普通紙に記述したときと実質的に同等で
ある場合、筆記性はスコア３（非常に良好）とした。
【０１０７】
　結果
　実施例４に示すノートシート前面の微細レリーフ構造の顕微鏡写真を図１１に示す。
【０１０８】
　各実施例１～２４の製造条件（コーティング材料の組成比、コート層前駆体のフィルム
厚）、レリーフ形態評価（表面粗さ及び隣接するピーク間の距離）、光学特性（透過率及
びヘイズ値）及び筆記性は、表１に示す。
【０１０９】
　実施例１及び比較例に使用した市販のフィルムタイプの付箋のノートシートの光学特性
は、表２に示す。
【０１１０】
　表１のデータに基づくヘイズ値及び（Ｒａ／ＮＮｐ）値は、図１２に示す。さらに、筆
記性及び（Ｒａ／ＮＮｐ）値は、図１３に示す。
【０１１１】
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【０１１２】
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【表２】

【０１１３】
　（実施例２５～４１）
　実施例２５では、幅約９インチ（２２．８６ｃｍ）及び厚さ約０．００２インチ（０．
０５０８ｍｍ）のプライマー処理したＰＥＴフィルム（ＤｕＰｏｎｔ　Ｔｅｉｊｉｎ　Ｆ
ｉｌｍｓ（Ｕ．Ｓ）から市販されているＭＥＬＩＮＥＸ（商標）６１８）を基材として使
用した。さらに、市販の紫外線硬化型アクリル樹脂ハードコート材料（３Ｍ製の９０６Ｈ
Ｃ）を、コーティング材料として単独で使用した。これらの変更以外は、実施例２５のノ
ートシートは、実施例１～２４に記述した条件と同一の加工条件にしたがって作製した。
【０１１４】
　実施例２６～４１では、実施例２５のノートシートの微細レリーフ構造を有する露出面
に、コロイダルシリカと別の材料とを混合することによって（所定の組成比で）作製した
混合液を塗布した。その後、ノートシートを約１００℃の温度で乾燥させることによって
、レリーフ構造上に無機ナノ粒子層を形成させた。実施例２６では、コロイダルシリカ非
含有の混合液を使用しており、そのため、無機ナノ粒子層が形成されていない点に留意す
る。
【０１１５】
　上記の混合液は、所定の組成比で、以下の５つの種類のいずれかを混合することによっ
て作製した：コロイダルシリカ水溶液（ＳＴ－Ｃ、ＳＴ－ＣＸＳ、ＳＴ－ＣＭ、ＳＴ－Ｘ
Ｌ及びＭＰ－ＺＬとして入手可能なＮｉｓｓａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉ
ｅｓ，Ｌｔｄ．製ＳＮＯＷＴＥＸ（登録商標））、水、増粘剤（ＲＯＨＭ　ＡＮＤ　ＨＡ
ＡＳ　ＪＡＰＡＮ製ＰＲＩＭＡＬ（商標）ＴＴ－９３５）、中和剤（ＷＡＫＯ　ＰＵＲＥ
　ＣＨＥＭＩＣＡＬ　ＩＮＤＵＳＴＲＩＥＳ，ＬＴＤ．製）である水溶性アンモニア。各
実施例の溶液の組成条件は、表４に示す。
【０１１６】
　実施例２５及び実施例３１の透過率及びヘイズ値は、無機ナノ粒子の有無が光学特性に
及ぼす影響を確認するために、実施例１～２４の条件と同じ条件にしたがって測定した。
結果を表３に示す。さらに、実施例３１で使用されるコロイダルシリカ水系を含む混合液
をＰＥＴフィルムの表面上に直接塗布することによって比較例５を作製した。これは、微
細レリーフ構造を作製すること及び、その後ノートシートを乾燥させることを除いて、実
施例２５で使用されるのと同じフィルムである。
【０１１７】
　実施例２５及び実施例３１並びに比較例５の筆記性を表３に示す。
【０１１８】
　実施例２５～４１の筆記性は、３種類のジェルタイプインキボールペン（以下の１～３
）及び鉛筆（以下の４）で評価した。以下の点を考慮に入れて、三段階スケールを用いて
、筆記性を評価した。１）描いた線の退色の有無及び２）描いたマークの暗さ。筆記性は
、以下のスケールで評価した。３＝非常に良好、２＝良好、１＝許容できる。筆記性が実
質的に普通紙に記述したときと同等である場合、筆記性はスコア３（非常に良好）とした
。表３及び表４に、結果を示す。
【０１１９】
　１）Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ　Ｐｅｎｃｉｌ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ製ユニボールシグノ（uni-
ball Siguno）（黒色）、
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　２）Ｚｅｂｒａ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ製ジェルボールペンサラサ（GelBallpoint Pen Saras
a)(黒色）、
　３）Ｐｉｌｏｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製Ｇ－２（黒色）、
　４）Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ　Ｐｅｎｃｉｌ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ製ＨＢ鉛筆９８００
【０１２０】
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【表３】

【０１２１】



(21) JP 6277200 B2 2018.2.7

10

20

30

40

50

【表４】

【０１２２】
　本明細書に引用される全ての特許、特許書類、及び刊行物の完全な開示が、参照により
組み込まれる。上記の詳細な説明及び実施例は、あくまで理解を助けるために示したもの
に過ぎない。したがってこれらによって不要な限定をするものと理解されるべきではない
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。本発明は、示され記載された厳密な詳細事項に限定されるべきではないが、それは当業
者に対して明らかな変形が特許請求の範囲において規定された本発明の範囲に包含される
からである。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図１２】 【図１３】
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